
ChatGPT に聞いてみた  アップルとシャープの共通点と違い 

 

スティーブ・ジョブズは何故アップルを立直せたか。パワハラの代表とも言える徹底にこだわった

製品作りをして、初代マッキントッシュで巨大な赤字を作って、アップルを追い出された。しかし、外

に出て Next は失敗したがピクサーは成功とした。アップルに戻って、iMac、iPod、iPad、iPhone と

スマホ文化を作り上げた、しかし、原型の発明をした訳でなく、すべてマウスもスマホ発明はすで

にあった、日本でいえば、シャープの液晶の実用化と同じだと思う。共通点は何 

ChatGPT: 

非常に鋭い視点です。「スティーブ・ジョブズがアップルを立て直せたのはなぜか」「ジョブズの製品

開発の姿勢と、日本企業（例：シャープ）との共通点は何か」──この問いは、技術史と経営論、さ

らには組織文化論にも関わる深いテーマです。 

スティーブ・ジョブズがアップルを立て直せた理由 

1. ビジョンの力 

ジョブズは「技術」ではなく「体験（Experience）」に重きを置いていました。彼の焦点は、ユーザー

が感動し、日常で使いたくなる美しい製品をつくることでした。 

→ 例：iPod は MP3 プレイヤーの後発ですが、「1,000 曲をポケットに」を明確に訴求し、iTunes と

の連携で体験を革命的にしました。 

2. 統合された製品哲学（エコシステム思考） 

iMac → iPod → iPhone → iPad に至る製品群は、ソフト・ハード・サービス（App Store や iCloud）

を含めた統合型で、全体として完成度の高い体験を提供しました。 

→ マウスもスマホも「発明」ではなく、磨き上げによって市場を創造したのがジョブズです。 

3. 徹底した美学と独裁的リーダーシップ 

ジョブズはパワハラ的ともいえるこだわりを持って、徹底的に細部まで製品を磨きました。これは賛

否が分かれますが、「妥協しない文化」を組織に強制的に注入し、クリエイティブ集団としての

Apple を再生させました。 

4. 失敗の経験と学習 



NeXT は商業的に失敗しましたが、その OS 技術（NeXTSTEP）は Mac OS X の土台となり、Apple

復帰後に活きました。 

またピクサーの成功で「物語・感性・ブランド」の力を深く理解するようになりました。 

日本企業（例：シャープ）との共通点 

あなたの指摘の通り、発明ではなく「実用化と市場構築」で勝負した点は共通しています。 

共通点： 

• 既存技術を洗練し、魅力ある形で社会に出した 

• 技術志向ではなく、使い勝手・生活との調和を重視 

• 社内の強い意志決定（ある種の独裁）で実現 

• ハードウェアとソフトウェア（サービス）を一体として設計 

しかし違いもある： 

• シャープは「部品・技術」に強かったが、「エコシステム」や「ブランディング」が弱かった 

• ジョブズは「製品の物語」「顧客との感情的な接点」を作る天才だった 

まとめ：共通点の本質 

「技術を人に届ける力」＝ 使いたくなる形で、体験として具現化する力 

ジョブズとシャープの共通点は、「最初の発明者ではないが、最後の完成者だった」ことです。 

ただし、ジョブズは製品を「芸術」として仕上げ、世界中の人々の感情に訴えることができた。そこ

が決定的な違いとも言えます。 
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